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要約 

採卵鶏への規格外甘長とうがらしの添加が、卵黄色に与える影響を明らかにするため、試験１では

配合飼料に対する添加量と卵黄色との関係について、試験 2 では配合飼料中のトウモロコシを飼料用

米（籾米全粒）で全量置換えた飼料における卵黄色についてそれぞれ検討した。試験 1 では、配合飼

料に対して、甘長とうがらしを 0.1％、0.25％及び 0.5％添加することにより、全農ヨークカラーチャ

ート（YCC）が 3～5 日程度で有意に高くなった（P＜0.01）。さらに、甘長とうがらしの添加量と YCC

との間に、3 日及び 5 日では強い正の相関が、7 日には極めて強い正の相関が認められ、7 日目におい

て YCC を目的変数（Y）、甘長とうがらしの添加量を説明変数（X、添加％）とした回帰直線

Y=9.0378+6.3282X（R2=0.7925）が得られた。さらに、試験 2 では、甘長とうがらしを 1％及び 2.5％

添加することによって、卵黄色を除く卵質については差がみられなかった。卵黄色については、籾米

で全量置換えた対照区と比較して、YCC が 7 日目には有意に高くなった(P＜0.01)。これらのことから、

甘長とうがらしの添加によって、配合飼料への添加量から YCC の予測が可能であり、飼料用米給与時

に YCC を高めることが可能であることが示唆された。 
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緒言 

 養鶏用配合飼料の自給率は低く、その原料のほとん

どを海外に依存している。また、近年の飼料原料や原

油価格の高騰、為替変動等により、国内の配合飼料価

格は高止まりで推移している。このような状況のなか、

配合飼料の自給率向上及び低コスト化を図るため、飼

料用米の利用に関して検討され、配合飼料の一部を代

替する方法 1)2)や配合飼料中のトウモロコシを代替す

る方法 3)4)で給与可能であることが明らかになってい

る。 

しかし、飼料用米の配合割合が高くなるにつれて卵

黄色の淡色化が認められることが報告されている 4)5)。

この、卵黄色の淡色化については、一部の生産者にと

っては有利販売することも可能であるものの、GPセン

ターへ出荷する一般の農家の場合には大きな課題とな

る。 

 卵黄色については、万願寺とうがらし 6)や唐辛子 7)8)

を採卵鶏に給与することにより、卵黄色が改善された

と報告されている。本県には、甘長とうがらしを生産

している地域があり、出荷最盛期である夏場には、尻

腐れ果等の規格外の甘長とうがらしが多く排出され、

その処理方法について模索しているところであり、こ

れらの規格外品を用いた卵黄色の改善が期待できる。 

 そこで、試験1として、トウモロコシ主体の配合飼

料に甘長とうがらしを添加し、卵黄色に与える影響に

ついて検討した。さらに、試験2として、配合飼料中

のトウモロコシを籾米に全量置換えた飼料に甘長とう

がらしを添加し、卵黄色に与える影響を検討した。 

 

材料及び方法 

試験１：配合飼料への添加試験 

 試験には、差別化を図る際に多く飼養されている大

型の褐色卵鶏であるボリスブラウン128羽を用いた。

試験区分は、市販配合飼料を給与した対照区、対照区

に甘長とうがらしを 0.1、0.25 及び 0.5％添加した区

（それぞれ 0.1％区、0.25％区及び 0.5％区）の計 4

区設定し、各区32羽を割り当てた（表１）。甘長とう

がらしは、規格外品を乾燥し、粉砕したものを用いた

（粒径 1ｍｍ程度）。試験期間は平成 25年 10月 31日

から7日間とした（265日齢～271日齢）。これらの鶏
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を、24cm間口ゲージに2羽収容し、自由採食、自由飲

水及び14時間明期の条件下で飼育した。 

 調査項目は卵黄色とし、試験開始時（0）、3、5及び

7 日に、卵質測定装置（DET-6000、株式会社ナベル、

京都）を用いて測定し、全農ヨークカラーチャート（YCC）

値で示した。 

各区間の比較はＲソフトウェア version3.0.2 

(http://www.r-project.org)を用い、tukey-kramer法

により有意差を求めた。甘長とうがらしの添加量と

YCC との相関はスピアマンの順位相関係数検定により

求め、添加量と7日目のYCCから単回帰分析を実施し

回帰直線を求めた。 

試験 2：配合飼料中のトウモロコシを籾米で全量置換

えた飼料への添加試験 

 試験には、ボリスブラウンに加え、小型の白色卵鶏

であるマリアを各128羽用いた。試験区分は、二種混

合飼料（トウモロコシ98：魚粉2）を主体とした配合

区、それを飼料用米（籾米）で全量置換した対照区、

籾米を甘長とうがらしで１及び 2.5％置換した区（そ

れぞれ1％区、2.5％区）の4区設定し、1区当たり32

羽を割り当てた。各区の飼料配合割合を表2に示した。 

甘長とうがらしは、試験1で使用したものを用いた。

試験開始前3週間、全ての区に対照区の飼料を給与し、

籾米に対する馴致並びに卵黄色の均一化を図った。籾

米は、平成24年度に愛媛県農林水産研究所で収穫した

ミズホチカラ及び北陸193号を混合して籾のまま使用

した。試験期間は平成25年9月10日～10月7日まで

の28日間とした（215日齢～242日齢）。試験鶏の管理

は試験１と同様に行った。 

 調査項目は、生存率、体重、産卵率、飼料消費量及

び卵質（卵重、卵黄色、ハウユニット、卵殻強度、卵

殻厚）とした。体重は各区から16羽ずつを抽出し、同

一個体を試験開始時と終了時に測定した。産卵率及び

飼料消費量は、試験期間中の産卵個数と延べ羽数及び

飼料給与量と残飼量からそれぞれ算出した。卵質は、

試験開始時、7日時（卵黄色のみ）、28日時に得られた

1日分の正常卵を試験１と同様に測定した。 

統計処理は、試験1と同様の方法で実施した。 

 

結果 

1 試験１ 

 0.25％区及び0.5％区の卵黄色は、0日と比較して3

日、5日及び7日に有意に高くなった（P＜0.01、図１）。

0.1％区では、5日及び 7日に有意に高くなった（P＜

0.01）。検査日内での各区間の卵黄色を比較すると、3

日では、0.25％区及び0.5％区は対照区及び0.1％区と

比較して有意に高く（P＜0.01）、5日及び 7日では、

添加量が多くなるほどYCCが高くなり、各区間で有意

な差が認められた（P＜0.01）。 

 甘長とうがらしの添加量と YCC との間には、3日に

は0.737、5日には0.884と強い正の相関が認められ、

7日には0.919と極めて強い正の相関が認められた（表

3、P＜0.01）。 

7 日の添加量と YCC から、単回帰分析を実施したと

表1　試験区分（試験1）

(％)

市販配合飼料 甘長とうがらし

配合区 100.00

0.1％ 区 99.90 0.10

0.25％区 99.75 0.25

0.5％ 区 99.50 0.50

表2　飼料配合割合（試験2）

（％）

配合区 対照区 1％区 2.5％区

二種混合飼料 60.00

籾米 60.00 59.00 57.50

甘長とうがらし 1.00 2.50

マイロ（US） 1.80 1.80 1.80 1.80

大豆粕 8.00 8.00 8.00 8.00

菜種粕 8.00 8.00 8.00 8.00

ごま粕 2.50 2.50 2.50 2.50

グルテンミール 4.23 4.23 4.23 4.23

57％魚粉 0.10 0.10 0.10 0.10

チキンミール 3.90 3.90 3.90 3.90

飼料油脂 2.14 2.14 2.14 2.14

炭カル 8.90 8.90 8.90 8.90

第2リンカル 0.06 0.06 0.06 0.06

食塩 0.24 0.24 0.24 0.24

塩化コリン 0.03 0.03 0.03 0.03

リジン 0.01 0.01 0.01 0.01

メチオニン 0.02 0.02 0.02 0.02

プレミックス 0.07 0.07 0.07 0.07

計 100.00 100.00 100.00 100.00
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ころ、YCCを目的変数（Y）とし、甘長とうがらしの添

加量を説明変数（X）とした以下の回帰直線が得られた

（P＜0.01）。 

Y=9.0378＋6.3828X（R2=0.7925） 

2 試験2 

（1）生存率及び体重 

 生存率及び体重を表4及び表5に示した。マリア1％

区において1羽死亡したが、他の区においては生存率

が 100％であった。体重は、両鶏種とも全ての区で増

加しており、処理区間に差は認められなかった。 

（2）期間中の産卵率及び飼料消費量 

 期間中産卵率及び飼料消費量を表6に示した。 

期間中の産卵率は、両鶏種とも、処理区間で有意な

差は認められなかった。鶏種間の比較では、ボリスブ

ラウンの方が高くなる傾向がみられた。 

飼料消費量は、両鶏種とも、対照区、1％区及び2.5％

区において、配合区よりも多くなる傾向がみられた。

また、鶏種間の比較では、ボリスブラウンの方がマリ

アよりも多くなる傾向を示した。 

（3）卵質 

 卵黄色の推移については図 2及び図 3、卵質成績に

ついては表7に示した。 

両鶏種とも、対照区では試験期間を通じて同程度の

YCCで推移した。1％区、2.5％区及び配合区は、7日で

有意に高くなった（P＜0.01）。ボリスブラウンの2.5％

区は、7日と比較して 28日で有意に高くなったが（P

＜0.01）、他の区は、同程度で推移する傾向がみられた。

検査日間の比較では、両鶏種とも、7日及び28日にお 

表3　甘長とうがらし添加量とYCCとの相関係数

0 3 5 7

添加量：YCC － 0.737 0.884 0.919

（Ｐ＜0.01）

（平均値±SD）

生存率 開始時 終了時 増体率

(％) 体重(g) 体重(g) (％)

配合区 100.0 1,798±120.0 1,931±131.5 107.4

対照区 100.0 1,807±135.1 1,930±155.2 106.9

1％区 100.0 1,880±113.8 2,011±115.6 107.0

2.5％区 100.0 1,843±174.2 1,978±182.4 107.3

表4　生存率及び体重（ボリスブラウン）

生存率 開始時 終了時 増体率

(％) 体重(g) 体重(g) (％)

配合区 100.0 1,513±119.0 1,547±101.3 102.3

対照区 100.0 1,434± 94.6 1,485±118.5 103.5

1％区 96.9 1,478± 82.7 1,536±123.3 104.0

2.5％区 100.0 1,465±134.2 1,511±141.6 103.1

表5　生存率及び体重（マリア）

（平均値±SD）

各区において、検査日間に有意差ありabc:Ｐ＜0.01 

検査日において、各区間に有意差あり※:Ｐ＜0.01 
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各区において、検査日間に有意差ありabc:Ｐ＜0.01 

検査日において、各区間に有意差あり※:Ｐ＜0.01 

表7　卵質成績

配合区 対照区 1％区 2.5％区

卵重 0 57.2± 3.74 57.2± 3.36 56.5± 3.98 57.4± 3.74

(g) 28 59.0± 4.05 59.2± 3.67 60.0± 3.73 59.2± 4.05 a

ハウ 0 90.1± 7.23 90.1± 7.55 91.4± 8.95 90.2±10.03 b

ユニット 28 91.2± 3.88 90.2± 4.91 90.5± 4.24 91.1± 3.39

卵殻強度 0 4.07± 0.62 3.81± 0.75 4.02± 0.53 3.95± 0.62

(kg/㎝2) 28 3.85± 0.80 4.28± 0.72 3.92± 0.68 3.92± 0.85

卵殻厚 0 0.36± 0.02 0.35± 0.02 0.36± 0.03 0.36± 0.03

(㎜) 28 0.35± 0.03 0.36± 0.02 0.36± 0.03 0.37± 0.04

各区、各項目において行間で有意差あり（ab:Ｐ＜0.05）

項目 日
ボリスブラウン

各区において、検査日間に有意差ありab:Ｐ＜0.01 

検査日において、各区間に有意差あり※:Ｐ＜0.01 
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いて、全ての区間で有意な差が認められ（P＜0.01）、

それぞれ2.5％区が最も高く、次いで1％区、配合区、

対照区の順であった。また、鶏種間の比較では、ボリ

スブラウンがマリアよりも高くなる傾向を示した。 

その他の卵質に関する項目については、処理区間に

差は認められなかった。 

 

考察 

 本試験は、規格外の甘長とうがらしを配合飼料及び

配合飼料中のトウモロコシを籾米で全量置換えた飼料

へ添加し、鶏卵の卵黄色、産卵成績及び卵質に与える

影響について検討した。 

 甘長とうがらしを配合飼料に対して添加すると YCC

が有意に高くなり、添加量とYCCとの間に、添加3日

及び 5日には強い正の相関、7日には非常に強い正の

相関が認められた。また、配合飼料中のトウモロコシ

を籾米で全量置換えた飼料に添加すると、卵黄色を除

く卵質については差がみられず、YCC が有意に高くな

った。 

 生産性に関して、配合飼料中のトウモロコシを玄米

で代替した結果、生産性や卵黄色以外の鶏卵品質には

影響がなかったという報告がある 3)4)。本試験では、ト

ウモロコシを籾米で全量置換したが、これらの報告と

同様に、配合区との間に産卵率等に差はみられなかっ

た。このことは、試験開始前の3週間、籾米で全量置

換した飼料で飼養していたことから、試験開始時には

籾米に対する馴致が出来ていたためであると考えられ

る。また、万願寺とうがらし 6)や唐辛子 7)8)を配合飼料

に添加しても生産性に大きな影響は認めらなかったと

報告されており、今回の結果と一致した。 

大窪ら2)は、配合飼料を籾米で20％代替した場合に、

飼料消費量が多くなると報告している。本試験におい

ても、両鶏種とも、籾米を給与した区の飼料消費量が、

配合区よりも多くなる傾向を示し、同様の結果が得ら

れた。 

卵黄色は、飼料用米の配合割合の増加に伴い有意に

低下したと報告 4)されており、本試験においても配合

区と対照区を比較すると有意に低下している。 

合田ら 6)は万願寺とうがらしを添加給与すると、卵

黄色のａ値が増加し、卵黄色の赤色度の増加効果が認

められたと報告している。また、Liら 7)は唐辛子を添

加することによってロッシュカラーファンが高くなる

と報告されている。さらに、FURUSEら 8)は唐辛子の添

加量の増加に伴いロッシュカラーファンと赤色度は高

くなると報告している。本試験においても、これらの

報告と同様に、甘長とうがらしを添加給与することに

よってYCCが有意に高くなり、添加量の増加に伴いYCC

も高くなる傾向を認めた。また、卵黄色は、色素を添

加して 3日目から変化がみられ、7日目以降は安定し

た値になったと報告されている 9)。試験１において、

（平均値±SD）

配合区 対照区 1％区 2.5％区

56.1± 4.67 54.9± 3.98 55.2± 3.65 55.6± 2.32

57.7± 3.72 58.5± 4.52 58.5± 3.82 57.8± 2.40

92.3±11.64 84.4±18.98 95.0± 3.87 94.3± 7.58

91.5± 9.59 92.5± 8.19 94.1± 3.27 92.8± 5.23

3.74± 0.69 3.78± 0.48 3.73± 0.83 4.13± 0.75

3.66± 0.75 3.80± 0.64 3.01± 0.68 4.40± 0.68

0.35± 0.03 0.34± 0.02 0.34± 0.03 0.33± 0.04

0.37± 0.02 0.33± 0.03 0.34± 0.03 0.30± 0.04

マリア

表6　期間中産卵率及び飼料消費量

（平均値）

配合区 対照区 1％区 2.5％区 配合区 対照区 1％区 2.5％区

産卵率(％) 92.9 92.0 94.0 88.5 88.5 90.4 86.0 86.5

飼料消費量(g) 106.2 121.1 124.8 121.9 97.6 105.6 105.5 104.2

ボリスブラウン マリア
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0.25％区及び0.5％区は3日目、0.1％区は5日目には

有意に高くなるが（P＜0.01）、5日と 7日の間には各

区とも有意な差がみられなかった。さらに、試験２に

おいてボリスブラウンの2.5％区以外は7日と28日の

YCC に差がみられなかったことから、添加量にもよる

ものの、3～5日目には卵黄色が高くなり、7日程度で

安定するものと考えられた。 

試験1では、配合飼料への甘長とうがらしの添加量

と YCCとの間に強い正の相関が認められ、7日の添加

量とYCCから回帰直線が得られた。FURUSEら 8)も、同

様の報告をしていることから、甘長とうがらしの添加

量により、YCC を予測することが可能であると考えら

れた。 

鶏種間の比較では、ボリスブラウンの方がマリアよ

りも高くなる傾向を示した。一般的に、卵黄色は飼料

に由来する脂溶性の色素によるものであることから10)、

飼料消費量の多かったボリスブランの方が高くなった

ものと考えられた。 

これらのことから、配合飼料への甘長とうがらしの

添加量を変えることにより卵黄色を調整することが可

能であることが明らかになり、配合飼料への甘長とう

がらし添加量から、YCC の予測が可能であることが示

唆された。さらに、配合飼料中のトウモロコシを飼料

用米（籾米全粒）で全量置換した飼料に、規格外の甘

長とうがらしを添加給与することにより、生産性を落

とさずにYCCを高めることが可能であることが明らか

になった。 

採卵鶏用の飼料として、甘長とうがらしを利用する

ためには、乾燥及び粉砕の工程が必要となる。甘長と

うがらしの利用を普及させるためには、これらの工程

を低コストで行う方法を検討する必要がある。 
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